
 

 

子どもアンケートに関する基準部会員からの御意見 

 

 

 前回の計画部会では、子どもアンケートの実施や対象者について、承認いただきました。 

そこで、6 月 29 日に開催された基準部会で、子どもアンケートの案をお示ししました。こ

の案は、計画部会の皆様には、事前配布の「資料１」として配布いたしました。 

基準部会のメンバーからは、次の表のような御意見をいただきました。 

本日は、こちらの御意見についても検討いただきまして、設問案を決定していただきたいと

考えております。 

 

設問 御 意 見 

 

問３ 

 

「疲れること・不安に思うこと」を尋ねると、子どもの不安を

あおるので、避けた方がいい。もっと夢や希望を聴くようにした

方がいい。 

 

 

問６ 

 

何が欲しいのか物欲について尋ねるより、子ども達自身の意識

や行動が変るきっかけになるような設問にしてはいかがか。  

「どういうまちにしたいですか」として、自由記載にした方が

いいと思う。 

回答には、あいさつが聞こえるまち等、ソフト面についての回

答も出てくるだろうし、子ども達自身の行動によい影響が期待で

きる。 

 

 

問７ 

 

「どうやって決めたいか」が重要だとは思えない。この設問は、

削った方がいいと思う。 

この設問に挙げられている「外食のメニュー」「親の離婚・再婚」

「買い物」「学校に行くか」等を決められることが権利なのだ、と

勘違いさせてしまうと思う。 

学校には、具合が悪いときは行かないのであって、そうでなけ

れば面倒でもいやでも行くものだ。 

学校や家のルールも、自分で決めることが大切なのではなく、

先生や親などといろいろ話をしながら、相手から学んでいくこと

が重要だと思っている。 

子どもの権利の実現や最善の利益のためには、自分で「決める

こと」が重要なのだという視点は、何かが違うと思う。「市の重要

なこと」の項目も、これを回答すれば、本当に子どもに決めさせ

るのか、疑問である。 
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前回アンケート 1 

【参考】平成 20 年に実施した前回調査との比較 

 

対象者：小学校５年生、中学校２年生、16 歳・17 歳 

調査票：小・中学生にはルビを振るが、設問そのものは共通 

 

 

採用 



前回アンケート 2 

 

 

 

 

 

 



前回アンケート 3 

 

 

 

 



前回アンケート 4 

 

 

 



前回アンケート 5 

 

 

 

 



前回アンケート 6 

 



前回アンケート 7 

 

 

 

 

 


